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討　

論

い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
施
設
の
解

体
処
分
の
方
向
で
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
解
体
費
用
に

つ
い
て
は
、
２
業
者
に
見
積
も

り
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
約

８
０
０
万
円
と
約
１
０
０
０
万

円
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
精
査
し
て
設
計
を
決

め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

繰
越
金
の
積
み
戻
し

問　

平
成
29
年
、
30
年
度
で
財

政
調
整
基
金
26
億
円
を
取
り
崩

す
が
、繰
越
金
の
確
定
額
に
よ
っ

て
は
、
積
み
戻
す
考
え
は
あ
る

の
か
。

答　

財
政
調
整
基
金
の
積
み
立

て
に
関
し
て
は
、
今
の
と
こ
ろ

不
確
定
で
す
。

バ
ス
運
行
委
託

問　

10
月
１
日
か
ら
広
域
連
携

バ
ス
を
岩
瀬
駅
前
ま
で
伸
ば
す

計
画
と
い
う
こ
と
だ
が
、
１
便

平
均
２
名
に
な
ら
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

実
証
実
験
と
い
う
か
ら
に
は
、

ど
の
よ
う
な
場
合
は
継
続
し
、

ど
の
よ
う
な
場
合
は
取
り
や
め

る
の
か
の
判
断
基
準
を
示
し
て

ほ
し
い
。

答　

現
在
の
利
用
状
況
は
１
便

当
た
り
１
・
8
人
と
、
多
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
利
用
者

は
交
通
弱
者
の
利
用
が
顕
著
で

す
。
10
月
か
ら
は
、
フ
リ
ー
パ
ス

の
導
入
な
ど
、
学
生
利
用
者
の
支

援
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
将
来
の
運
行
計
画
の
判

断
は
、
単
に
利
用
者
数
の
み
で
判

断
す
る
の
で
は
な
く
「
桜
川
市
地

域
公
共
交
通
会
議
」
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

い
こ
い
の
家
廃
止

問　

こ
れ
か
ら
古
い
施
設
の
解

体
が
提
案
さ
れ
る
時
代
に
入
っ

て
き
ま
す
。
ち
な
み
に
、
今
回

い
こ
い
の
家
（
大
和
庁
舎
北
側

に
あ
る
建
物
２
７
１
㎡
）
の
解

体
費
用
は
幾
ら
を
見
込
ん
で
い

る
の
か
。

答　

今
後
の
活
用
が
見
込
め
な

台
山
高
森
工
業
団
地
共
同

給
水
施
設
井
戸
補
助
金

問　

今
回
、
井
戸
を
掘
る
場
所

は
、
図
面
を
見
る
と
大
国
玉
福

泉
地
区
で
は
な
い
か
と
判
断
し

て
い
る
が
、
地
下
水
規
制
区
域

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

井
戸
を
掘
る
場
所
は
、
上

野
原
地
新
田
で
あ
り
規
制
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

問　

今
回
、
井
戸
整
備
補
助
金

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

市
の
水
道
水
を
現
物
で
投
入
す

る
場
合
と
、
今
回
の
よ
う
に
井
戸

整
備
で
補
助
す
る
場
合
で
は
、
企

業
に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
有
利
か
。

答　

台
山
高
森
工
業
団
地
に
は
、

企
業
管
理
の
共
同
給
水
施
設
が

あ
り
、
こ
の
施
設
に
井
戸
を
整

備
し
た
場
合
、
上
水
道
使
用
料

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
で
、

生
産
原
価
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
久
配
水
場
は
水
不

足
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
井
戸
に
よ
り
工
業
団
地

内
の
使
用
量
を
補
っ
て
い
た
だ

き
、
高
久
配
水
区
域
内
の
安
定

供
給
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
市
建
設
計
画
の
変
更

問　

上
曽
ト
ン
ネ
ル
建
設
の
事

業
費
は
県
が
15
年
前
に
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。
新
聞
報
道
に

事
業
費
１
１
０
億
円
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
本
年
度
、
設
計
を

見
直
す
と
報
道
し
て
い
る
。

　

県
で
は
、
人
件
費
や
資
材
費

は
上
が
っ
て
い
る
が
、
技
術
は

向
上
し
て
い
る
分
、コ
ス
ト
カ
ッ

ト
が
期
待
で
き
る
部
分
も
あ
る

と
報
じ
て
い
る
。

　

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
が
期
待
で
き

る
分
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

い
く
ら
期
待
で
き
る
の
か
伺
う
。

答　

新
聞
報
道
に
あ
っ
た
件
に

つ
い
て
、
県
に
問
い
合
わ
せ
を

し
た
と
こ
ろ
、「
今
後
、
行
う
設

計
の
中
で
検
討
す
る
。
実
施
設

計
を
行
わ
な
い
と
、
具
体
的
な

も
の
は
現
段
階
で
は
わ
か
ら
な

い
」
と
の
回
答
で
す
。

問　

合
併
特
例
債
が
３
割
、
５

割
と
ア
ッ
プ
し
て
も
、
こ
の
事

業
か
ら
撤
退
す
る
つ
も
り
は
な

い
の
か
。

　

ま
た
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
工
事

の
緊
急
性
、
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

事
業
費
に
つ
い
て
は
、
詳

細
に
精
査
し
、
再
設
計
す
る
予

定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
両
市
の
市
民
か
ら
、

県
議
会
に
「
上
曽
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
着
手
を
求
め
る
請
願
」
が

提
出
さ
れ
採
択
さ
れ
て
お
り
、

桜
川
市
議
会
で
も
合
併
特
例
債

を
活
用
し
、「
上
曽
ト
ン
ネ
ル

の
早
期
完
成
を
求
め
る
決
議
」

が
起
立
多
数
で
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
市
民
・

議
会
が
要
望
す
る
上
曽
ト
ン
ネ

ル
整
備
事
業
は
、
緊
急
性
、
必

要
性
が
あ
る
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

問　

合
併
特
例
債
が
使
え
る
２

０
２
５
年
（
平
成
37
年
度
）
の

完
成
が
条
件
だ
が
、
完
成
の
見

通
し
は
。

答　

現
在
、
計
画
さ
れ
て
い
る

施
工
期
間
は
、
平
成
30
年
〜
37

年
度
で
実
施
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
本
体
工

事
は
、
約
３
ヵ
年
を
計
画
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
茨
城
県

が
受
託
事
業
と
し
て
実
施
し
、

工
事
の
発
注
か
ら
施
工
管
理
ま

で
の
一
切
の
事
務
を
行
い
ま
す
。

ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は
、
技
術
の

目
覚
ま
し
い
進
歩
に
よ
り
、
工

事
中
の
事
故
等
不
測
の
事
態
は

激
減
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

の
で
、
37
年
度
の
完
成
に
つ
い

て
は
、
心
配
な
い
と
思
い
ま
す
。

問　

こ
の
新
市
計
画
に
あ
る
上

曽
ト
ン
ネ
ル
事
業
は
15
年
前
に

積
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
事
業
費
よ
り
増
額
が
生

じ
た
と
き
は
、
県
に
負
担
を
要

望
で
き
な
い
か
。

答　

こ
れ
は
、
ル
ー
ル
に
基
づ

い
て
行
っ
て
お
り
、
余
計
に
負

担
し
ろ
と
い
う
話
は
無
理
だ
と

思
い
ま
す
。

新市建設計画の新市建設計画の
変更変更についてについて討論討論
がありましたがありました

反
対
県
道
上
曽
ト
ン
ネ
ル
は

県
の
責
任
で
、
県
が
事

業
費
を
出
し
て
つ
く
る
べ
き
で
、

合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
こ
と

は
、
次
の
３
つ
の
理
由
か
ら
反

対
で
す
。

１
．
上
曽
ト
ン
ネ
ル
工
事
は
15

年
前
の
積
算
で
も
１
１
０
億
円

で
す
。
建
設
費
が
３
割
増
と
し

た
ら
合
併
特
例
債
は
27
億
円
を

超
え
て
し
ま
う
。

２
．
市
は
県
西
で
一
番
人
口
減

が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
法
人

市
民
税
が
近
隣
自
治
体
と
比
較

し
て
低
い
。
市
の
見
解
で
も
財

政
状
況
は
楽
観
で
き
る
状
況
と

は
考
え
て
い
な
い
と
の
答
弁
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
病
院
建
設
、

耐
震
化
に
問
題
の
あ
る
学
校
建

設
は
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い

事
業
で
す
か
ら
賛
成
を
し
て
き

た
。
し
か
し
、
緊
急
性
の
な
い

も
の
は
控
え
る
こ
と
が
市
の
と

る
態
度
で
は
な
い
か
。
県
道
上

曽
ト
ン
ネ
ル
は
県
の
責
任
で
つ

く
る
べ
き
で
あ
り
、
時
間
が
か

か
っ
た
と
し
て
も
、
粘
り
強
く

県
が
建
設
す
る
よ
う
働
き
か
け

る
の
が
筋
で
あ
る
。

３
．
八
郷
側
の
用
地
買
収
が
終

わ
っ
て
い
な
い
。
朝
日
ト
ン
ネ
ル

も
完
成
ま
で
16
年
か
か
っ
て
お

り
、
北
関
東
自
動
車
道
犬
田
地

区
の
ト
ン
ネ
ル
建
設
で
も
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

合
併
特
例
債
の
活
用
期
限
内
に

完
成
す
る
の
か
不
安
で
あ
る
。

賛
成
上
曽
峠
は
、
県
西
地
域

と
県
南
地
域
の
石
岡
市

を
結
び
、
さ
ら
に
茨
城
空
港
、

鹿
島
港
な
ど
県
内
の
主
要
地
域

間
の
連
携
の
た
め
重
要
な
幹
線

道
路
で
す
。
し
か
し
、
幅
員
狭

小
や
急
勾
配
に
加
え
、
冬
季
に

は
積
雪
や
路
面
凍
結
に
よ
り
通

行
止
め
が
生
じ
る
な
ど
交
通
に

不
備
を
き
た
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事
は
い

ま
だ
工
事
着
工
に
い
た
ら
ず
、

調
査
開
始
よ
り
27
年
が
た
と
う

と
し
て
お
り
、
ト
ン
ネ
ル
本
体

工
事
着
手
は
、
工
事
が
中
断
さ

れ
た
後
も
地
元
市
民
の
悲
願
で

あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
等
の
影
響
な

ど
か
ら
、
ト
ン
ネ
ル
本
体
工
事

に
着
手
で
き
な
い
中
、
桜
川
市

議
会
で
は
、「
上
曽
ト
ン
ネ
ル
の

早
期
完
成
を
求
め
る
決
議
」
を

議
員
提
案
し
、
起
立
多
数
に
よ

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
中
、
新
市
建
設
計
画
・
合

併
特
例
債
を
活
用
し
早
期
の
完

成
が
見
込
ま
れ
れ
ば
、
利
用
者

の
安
全
性
と
沿
線
地
域
の
利
便

性
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
農
業
・

商
工
業
な
ど
産
業
活
動
の
発
展

に
加
え
、
つ
く
ば
ジ
オ
パ
ー
ク

構
想
な
ど
の
観
光
へ
の
促
進
、

つ
く
ば
山
を
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
た
沿
線
地
域
の
発
展
に
大
き

く
寄
与
で
き
る
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

議
案
議
案
を
審
議
審
議

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

議
案
議
案
をを
審
議
審
議

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

平成29年第２回定例会 ６
13 火

６
16 金

４
日
間

旧真壁町と旧八郷町を結ぶ主要地方道石岡筑西線旧真壁町と旧八郷町を結ぶ主要地方道石岡筑西線

大和庁舎北側のいこいの家大和庁舎北側のいこいの家

広域連携バス広域連携バス※新市建設計画とは、合併特例債を活用し
　た事業です。


